
資料１－１    

「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会」報告（平成 21 年 7 月）で提言された政策等の推進状況について 

 

懇談会報告で提言された具体的政策 主な取組状況 

国民の理解の促進 ・ 教育 

・教科書における記述の充実 

  ・副読本の利活用の充実 等 

・ 啓発 

 ・国民の理解を深める広報活動 

や行事の実施 

 ・公共の場等において積極的に 

アイヌ文物等を展示 等 

・ 教科書におけるアイヌ関連記述の充実（小学校は平成２３年度から、

中学校は平成２４年度から使用開始） 

・ 副読本拡充（道外の小中学校へのＣＤの配布(平成２２年度～)） 

・ アイヌ政策に関する普及啓発（各種シンポジウム・セミナー等）の拡

充 

・ アイヌ文物等の展示 

（新千歳空港国際線ターミナル（平成２３年度））  等 

広義の文化に係る政策 ・ 民族共生の象徴となる空間の整備

・ アイヌに関する研究の推進  

・ アイヌ語をはじめとするアイヌ文

化の振興 

・ 土地・資源の利活用の促進  

・ 産業振興  

・ 生活向上関連施策 

・ 「民族共生の象徴となる空間」イメージの具体化等を行うための調査

を実施（平成２３年度） 

・ 私立大学（札幌大学）で、進学を希望する意欲あるアイヌの若者に授

業料相当額の給付等（平成２２年度～） 

・ アイヌ語の音声資料の実態把握（平成２３年度） 

・ アイヌ民工芸品のブランド確立に向けた調査等（平成２３年度） 

・ 「北海道外アイヌの生活実態調査」の実施（平成２２年度）  等 

推進体制等の整備 ・ アイヌ政策を総合的に企画・立案・

推進する国の体制の整備 

・ アイヌの人々の意見を政策推進等

に反映するための協議の場の設置

等 

・ アイヌ政策推進会議を創設（座長：内閣官房長官） 

  （平成２１年１２月） 

・ 内閣官房アイヌ総合政策室の設置（平成２１年８月） 

・ 内閣官房アイヌ総合政策室北海道分室の設置（平成２２年１１月） 

 


